
 

科目名 担当教員名 授業形態 単位数 資格 大学 DP 学科 DP 学習成果 

実用英語 駒田 ゆき子 演習 ２  ４ ３ 1,3 

授業概要 

授業目的 

 TOEICの受験を意識しつつ、そのために必要な語彙、文法、リスニング、読解を重点的に学び、英語

運用能力の向上を目指す。TOEIC の問題に準拠した、テーマ別 20 ユニットの実践的な練習問題を積み

重ねることにより、英語の基礎力向上と TOEICの得点アップにつなげる。各ユニットは Step1～3で構

成されており、Step1 では語彙と文法を学び、2で実践力を養い、3で TOEIC チャレンジ問題に挑戦す

る。各ユニット毎に小テストを課す。 

到達目標 TOEIC L&R テストで 500点突破を目指し、実践力を身につける。 

回 学習内容 回 学習内容 

1 オリエンテーション 16 12. Training & Education 

2 1．Parties & Events (1) 17 13. Management 

3 2. Parties & Events (2) 18 14. Hospitals 

4 3. Instructions 19 ここまでの復習 

5 ここまでの復習 20 15. Complaints 

6 4. Travel (1) 21 16. Meeting (1) 

7 5. Travel (2) 22 17. Meeting (2) 

8 6. Hotels & Restaurants (1) 23 ここまでの復習 

9 7. Hotels & Restaurants (2) 24 18. Shipping & Delivery (1) 

10 ここまでの復習 25 18. Shipping & Delivery (2) 

11 8. Advertising (1) 26 19. Orders & Billing (1) 

12 9. Advertising (2) 27 19. Orders & Billing (2) 

13 10. Airports & Airplanes 28 20. News & Weather (1) 

14 11. Shopping 29 20. News & Weather (2) 

15 ここまでの総復習、まとめのテスト 30 ここまでの総復習、まとめのテスト 

予習内容 

復習内容 

予習：小テスト（語彙）の準備。 各ユニット Step1の並び換え問題をやっておく。 

復習：授業後に問題を解き直す。Listeningについては Shadowing や Dictation に挑戦する。 

教科書 STEP-BY-STEP PREP FOR THE TOEIC L&R TEST  Intermediate Course   （アルク） 

成績評価 

15 回目と 30 回目の授業で実施するまとめのテストの平均点を 80％、全 20回の小テストを 20％、この

合計点を成績とする。  

出席状況や授業態度等は各成績評価のボーダーライン上にある場合の参考資料とする。 

実務経験  

その他 

特記事項 
毎回出席をとる。全授業の 3 分の 2以上の出席がない場合は評価の対象外とする。 

 


